
平成 27（2015）年度 研究成果の刊行に関する一覧表 【書籍】 

著者氏名 論文タイトル名 書籍全体
の編集者
名 

書籍名 出版者名 出版
地 
出版
年 
ページ 関連 

１） 田中純子 日本における B型肝
炎の疫学ー国際比較
ー 

茶山一彰 日本臨牀 増
刊号 新ウイ
ルス 性肝炎
学 

日本臨牀
社 

大阪 2015 73 巻増
刊 
号 9、 
321-329 

○ 

２） 田中純子、相崎
秀樹、内田茂治 

日本における C型肝
炎の疫学ー国際比較
ー 

茶山一彰 日本臨牀 増
刊号 新ウイ
ルス 性肝炎
学 

日本臨牀
社 

大阪 2015 73 巻増
刊 
号 9、 
89-97 

○ 

３） 田中純子 わが国における肝癌
の動向 

日本肝臓学
会 

肝がん白書 日本肝臓
学 
会 

東京 2015 8-11 ○ 

４） 田中純子、秋田
智之 

肝がんの疫学 工藤正俊 
千海俊幸 

肝がん 最新医学
社 

東京 2015 103 巻 
21-29 

○ 

５） 田中純子、片山
惠子 

日本における肝癌の
疫学的動向・概論 

工藤正俊 日本臨牀 増
刊号   最新
肝癌 学 

日本臨牀
社 

大阪 2015 73 巻増
刊 
号 1 
51-
58 

○ 

６） 相崎英樹、脇田
隆字 

肝炎ウイルス検査の
すすめ；身近にひそ
む危険を 防ぐ 

国民生活セ
ン 
ター 

くらしの豆
知識 2016 年
版 

国民生活
センター 

東京 2015 200‐20
1 
 

７） 相崎英樹、脇田
隆字 

C 型肝炎治療における
新時代の幕開け、C 型
肝炎 ウイルスの複
製・増殖の メカニズ
ム 

 医薬ジャー
ナル 

医薬ジャ
ーナル社 

大阪 2016 52;67-
70 
 

８） 島上哲朗、酒井
明人、金子周一 

C 型肝炎、肝硬変患
者、キャリアのフォ
ローアッ プ戦略とエ
ビデンス 

工藤正俊 日本臨床増
刊 
号 

日本臨牀
社 

大阪 2015 73 巻増
刊 
号 1、 
788-92 

○ 

９） 島上哲朗，金子
周一 

miR-122 による HCV複
製制御機構 

茶山一彰 日本臨床増
刊 
号 

日本臨牀
社 

大阪 2015 73 巻増
刊 
号 9、 
160-164 

 

１０ 島上哲朗，金子
周一 

Genotype2 型 C型慢性
肝炎患者に対する
Sofosbuvir の特徴，
作用機序 

坂本直哉 肝胆膵 アークメ 
ディア 

東京 2015 71 巻 4
号 
637-649 

 



平成 27（2015）年度 研究成果の刊行に関する一覧表 【雑誌】 
 

発表者氏名 論文タイトル名 発表誌名 巻号 ページ 出版年 関連 
1) Tada T, Kumada T, 
Toyoda H, Kiriyama S, 
Tanikawa M, Hisanaga 
Y, Kanamori A, 
Kitabatake S, Yama T, 
Tanaka J 

Viral eradication reduces 
al-cause mortality in 
patients with chronic 
hepatitis C virus 
infection: a propensity 
score analysis 

Liver 
Internat
ional 

in 
press 
in 
press 

2016 ○ 

２） 田中純子 B 型肝炎の疫学と病態 わ
が国における HBV 感染の疫
学 

臨牀 消
化器内科 

31(3) 261-
268 

2016 ○ 

３） 田中純子 ウイルス肝炎の最新疫学～
肝炎対策と患者数の動向～ 

PharmaMe
dica 

34(2) 9-13 2016 ○ 

４） 
 
  

海嶋照美、藤井紀子、永
島慎太郎、片山恵子、神
山道信、大熊博、田中純
子 

高感度 HBs 抗原測定試薬
（BLEIA 法）を用いた検出
性能に関する評価 

肝臓 57(1) 42-44 2016 ○ 

５） Yamada H, Fujimoto M, 
Somana S, Lim O, Hok 
S, Goto N, Ohisa M, 
Akita T, Matsuo J, Do 
SH, Katayama K, 
Miyakawa Y, Tanaka J 

Seroprevalence, genotypic 
distribution and 
potential risk factors of 
hepatitis B and C virus 
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infections among adults 
living in Binh Thuan 
province, Vietnam 

Hepatolo
gy 
Research 

45(3) 259-
268 

2015 ○ 

７） Ohisa M, Kimura Y, 
Matsuo J, Akita T, 
Matsuoka T, Sakamune 
K, Katayama K, Do H S, 
Miyakawa Y, Tanaka J 

Estimated numbers of 
patients with liver 
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Cambodia: Prevalence 
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１９） 田中純子、片山惠子 わが国における HCV 感染の
疫学 
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45 247-
258 
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The influence of 
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World J 
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39 1134-
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is a potential antiviral 
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